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市
か
ら
の

お
知
ら
せ

ワ
ガ
ヤ
ネ
ヤ
ガ
ワ
・
ベ
ン
チ
ャ
ー 

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト 

グ
ラ
ン
プ
リ
発
表
会

　

１
月
27
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
４

時
（
開
場
は
午
後
１
時
）、ア
ル
カ
ス
ホ
ー

ル
、
①
講
演
「
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
夢
は

叶
う
」・
講
師
＝
朝
原
宣
治
さ
ん
（
北
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
男
子
４
０
０
メ
ー
ト
ル
リ

レ
ー
メ
ダ
リ
ス
ト
）
＝
写
真
＝
②
コ
ン
テ

ス
ト
部
門
賞
受
賞
者
に
よ
る
発
表
、
定
員

２
５
０
人
（
申
し
込
み
が
多
い
と
き
は
抽

選
）、
入
場
無
料
。

申
込　

往
復
は
が
き
（
申
し
込
み
は
１
枚

に
つ
き
２
人
ま
で
）
に
、「
グ
ラ
ン
プ
リ

発
表
会
参
加
希
望
」、
住
所
、
参
加
者
全

員
の
氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数
を
書

い
て
12
月
22
日
（
金
）
＝
消
印
有
効
＝
ま

で
に
産
業
振
興
室
（
〒
572
―
８
５
５
５
本

町
１
番
１
号
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
電
子
申
請
シ
ス
テ

ム
」
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

問　

市
立
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
２

８
・
０
７
５
１
）

市

　
　政

市
役
所
日
曜
窓
口 

（
第
４
日
曜
日
）
12
月
は
24
日

∧
業
務
実
施
窓
口
∨

　中核市になると、保健所の設置など、
現在大阪府が行っている、いろいろな分
野の事務が処理できるようになります。中核市がする仕事ってど

のようなものがあるの？

ねやがわねやがわへへ

中核市
vol.3

　市では、平成31年４月の「中核市」への
移行を目指しています。中核市のいろいろ
な情報をお伝えします。

Q

問　中核市推進課

A

　次号は保健所の
役割や仕事内容に
ついて紹介します。

12 月市議会を開きます
　12月市議会（定例会）の日程は、次の
とおりです（時間はいずれも午前 10時
から）。あなたも傍聴してみませんか。

※�日時は、議事の都合で変更すること
があります。本会議は市役所１階ロ
ビーのテレビで中継します。

問　議会事務局

12月４日 (月 )

５日 (火 )

６日 (水 )

13 日 ( 水 )

19 日 ( 火 )

本会議

厚生常任委員会

文教常任委員会

総務常任委員会

建設水道常任委員会

～ 15日 ( 金 )

本会議（一般質問）

本会議

中核市が行う主な事務
行政分野 主な事務

民生 
（福祉関係）

母子父子寡婦福祉資金の貸付
ひとり親家庭などの経済的な自立を図るため、子どもの進学などに必要な資金を貸し付ける
事務です
認定こども園（幼保連携型）の設置認可、指導監督 
認定こども園の適正な事業運営の指導などを行う事務です

保健衛生 
（保健所の

設置）

感染症のまん延防止 
感染症予防の啓発や結核対策などを行う事務です
飲食店などの営業の許可、指導監督 
飲食店などの適正な営業の指導などを行う事務です

環境・都市
計画

産業廃棄物処理業の許可、立入検査 
産業廃棄物処理業の適正な事業の指導などを行う事務です
サービス付き高齢者向け住宅事業の登録事務、立入検査 
サービス付き高齢者向け住宅事業の適正な実施の指導などを行う事務です

文教 教職員の法定研修の実施
府で実施していた、市の小・中学校教職員の法定研修を市で行う事務です

インフォメーション
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市
民
課
、
保
険
事
業
室
、
納
税
課
で
す
。

※
取
り
扱
い
が
で
き
な
い
業
務
も
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
担
当
課
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

問　

各
担
当
課
又
は
企
画
政
策
課

ふ
る
さ
と
寄
附
金　

寄
附
者
に 

ふ
る
さ
と
大
使
グ
ッ
ズ
を
送
付

　

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
市
を
応
援
し
よ
う
と
す
る
人
か
ら
の

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た
寄
附
を

募
っ
て
い
ま
す
。

　

12
月
１
日
（
金
）
の
申
し
込
み
分
か
ら
、

寄
附
者
へ
の
お
礼
状
な
ど
を
、
市
ふ
る
さ
と

大
使
・
豪
栄
道
関
の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
＝
写

真
＝
に
入
れ
て
送
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
納
付
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
決
済
も
で
き
、
１
万
円

以
上
の
寄
附
に
は
お
礼
と
し
て
記
念
品
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

寄
附
の
申
し
込
み
方
法
や
記
念
品
の
種

類
な
ど
、詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
企

画
政
策
課
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問　

企
画
政
策
課

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ
る 

情
報
連
携
の
本
格
運
用
開
始

　

11
月
13
日
か
ら
、
情
報
提
供
ネ
ッ
ト

　

市
職
員
の
給
与
は
、
地
方
自
治
法
や

地
方
公
務
員
法
の
給
与
決
定
の
原
則
に

基
づ
い
て
、
条
例
や
規
則
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

※
地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
く
上
下
水

道
事
業
会
計
職
員
は
除
き
ま
す
。

問　

人
事
室

職員数（Ａ）
給与費 １人当たり

給与費（Ｂ／Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

1,015人 4,371,873
(3,872,246)

1,258,815
(1,130,886)

1,812,807�
(1,649,922)

7,443,495�
(6,653,054)

�7,333�
(6,555)

職員給与費（平成 28年度普通会計決算）　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

※�①職員は平成28年４月１日現在の人数です②職員手当には退職手当を含みません③１人当たり給与
費は、税金・社会保険料を含んだもので手取額ではありません④給与費は短時間勤務職員を含んだ
もので、（　）内は常勤職員のみの金額です。

職員の平均給料月額、初任給など（平成 29年４月１日現在）

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 42歳10月 313,909 円 425,635 円

技能労務職 52歳３月 343,441 円 402,124 円

○職員の平均年齢・平均給料月額

※�①平均給料月額とは基本給の平均です②平均給与月額とは、給料月
額に諸手当を加え、税金・社会保険料を合計した額の平均で、手取
額ではありません。

初任給

大学卒 191,700 円

高校卒 161,700 円

○職員の初任給

※�学校卒業後すぐに採用
されたときの給料月額
です。

区　分 経験年数 10 年 経験年数 20 年 経験年数 25 年 経験年数 30 年

大学卒 255,809 円 358,000 円 363,250 円 368,875 円

高校卒 － 334,591 円 339,927 円 353,271 円

○一般行政職の経験年数別・学歴別平均給料月額

※�①各経験年数の職員数が３人以下のときは、近似の階層を記載しています②高校卒の経験年数
10年未満の職員は、全て３人以下のため不記載とします。

退職手当（平成 29年４月１日現在）

※�１人当たり平均支給額は、平成28年度に退職した全職種の職
員に支給した平均額です。

自己都合 定年・定年前早期

勤続 20 年 20.445か月分 25.55625か月分

勤続 25 年 29.145か月分 34.5825か月分

勤続 35 年 41.325か月分 49.59か月分

最高限度額 49.59か月分 49.59か月分

加算措置 定年前早期退職者２～45パーセント
１人当たり
平均支給額 6,056千円 18,446千円

人件費（平成 28年度普通会計決算）

102億70,115千円 平成27年度は
13.2％（人件費率11.9％）

歳出額

人件費

866億51,518千円

※�

人
件
費
に
は
、
市
長
・
議
員
な
ど

の
特
別
職
に
支
払
う
給
料
・
議
員

報
酬
・
報
酬
を
含
み
ま
す
。

市
職
員
給
与
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

ふ
る
さ
と
大
使

ふ
る
さ
と
大
使

豪
栄
道
関

豪
栄
道
関

豪
栄
道
関

大
相
撲
で
活
躍
す
る
豪
栄
道
関
は
、
ふ
る
さ
と
大
使
と
し
て

寝
屋
川
市
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

インフォメーションインフォメーション
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ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
本
格
運
用
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
法
律
や
条
例
で
定
め
ら

れ
た
社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
の
行
政

手
続
き
で
、
ほ
か
の
行
政
機
関
な
ど
か
ら

情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
使

用
し
て
特
定
個
人
情
報
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
含
む
個
人
情
報
）
の
提
供
を
受
け
る
た

め
、
申
請
者
な
ど
に
よ
る
一
部
の
添
付
書

類
の
提
出
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

　

本
格
運
用
開
始
で
添
付
が
不
要
に
な
る

書
類
な
ど
詳
し
く
は
、
各
手
続
き
担
当
課

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　

企
画
政
策
課
又
は
各
担
当
課

手

　続

　き

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書 

送
付
用
封
筒
の
使
用
期
限
の
延
長

　

通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付

申
請
書
と
一
緒
に
送
付
さ
れ
て
い
る
、
交

付
申
請
書
の
送
付
用
封
筒
は
、
差
出
有
効

期
限
が
平
成
29
年
10
月
４
日
ま
で
に
な
っ

て
い
て
も
、
平
成
31
年
５
月
31
日
ま
で
使

用
で
き
ま
す
。

※
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問　

市
民
課
（
住
基
・
印
鑑
担
当
）

く
ら
し
の
情
報

食
用
油
の
回
収

　

12
月
15
日
（
金
）
午
後
１
時
～
３
時
、

市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
。

○第６期定員適正化計画（平成 28年４月１日～ 32年４
月１日）の定員管理の数値目標
［定員管理の数値目標：各年度における総人件費を123億円とする］

※�①計画期間は、平成28年度～31年度の４年間です②平成28年
度総人件費決算は12,278（百万円）で、数値目標を達成して
います③総人件費には、非常勤職員、アルバイト職員に係る
経費（共済費など）も含みます④職員数は、公営企業職員・
再任用フルタイム職員・任期付フルタイム勤務職員を含みま
す⑤計画始期の職員数（1,135人）と比較し、平成29年度の
職員数（1,137人）との差は２人増です。

区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比

１級 係 　 員 22人 3.1％

２級 係 　 員 263人 37.7％

３級 副 係 長 166人 23.7％

４級 係 　 長 128人 18.3％

５級 課 長 代 理 17人 2.4％

６級 課 　 長 52人 7.4％

７級 次 　 長 30人 4.3％

８級 理事・部長 22人 3.1％

合　　計 700人 100％

一般行政職の級別職員数など（平成29年４月１日現在）

※�①市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です②標準
的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

諸手当（平成 29年４月１日現在）
手当名 内容・支給単価

地域手当 給料・扶養手当及び管理職手当の合計
額の12パーセント

管理職手当 43,000円～92,000円

扶養手当

配偶者あり
配偶者…１0,000円
子…8,000円
父母など…6,500円

配偶者なし
（１人目）

子…10,000円
父母など…9,000円

住居手当 借家（世帯主）…27,000円（月限度額）

通勤手当
交通機関利用者…６か月定期代相当額
55,000円（月限度額）
交通用具使用者…24,400円（月限度額）

※�管理職員特別勤務手当、特殊勤務手当、時間外勤
務手当も支給しています。

年　度 平成28年度
（計画始期）

29年度
（１年目）

対計画始期
増減数

総人件費
（百万円） 12,278 ― ―

職員数
（４月１日現在） 1,135人 1,137人 ２人

（0.2％） 区　分
平成 28 年度支給割合
期末手当 勤勉手当

一般職員
任期付短時間勤務職員 2.60 か月分 1.70 か月分

再任用職員 1.45 か月分 0.80 か月分

期末手当・勤勉手当

※�①一般職員１人当たりの平均支給額（平成 28年
度普通会計決算）は 1,627 千円です②職制上の
段階や職務の級などによる加算措置（役職加算５
パーセント～ 20パーセント）をしています。

議員報酬・給料月額 期末手当

市　長 980,000 円

(平成28年度支給割合）
６月期2.00か月分
12月期2.25か月分
計　4.25か月分

副市長 865,000 円

議　長 745,000 円

副議長 705,000 円

議　員 660,000 円

特別職の給料など（平成 29年４月 1日現在）

※�上の額から税金・社会保険料を控除して支給して
います。
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※
業
務
用
・
未
使
用
油
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

問　
「
市
消
費
者
協
会
」・
前
田
（
☎
８
２

２
・
１
９
９
７
）

募
集
情
報

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

▽
売
却
方
法　

一
般
競
争
入
札

▽
売
払
物
件　

３
件

∧
入
札
説
明
書
な
ど
の
配
布
∨

▽
日
時　

12
月
14
日
～
28
日
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

∧
入
札
参
加
申
込
の
受
付
∨

▽
日
時　

１
月
12
日
～
26
日
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
入
札
参
加
者
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
都
市
計
画
室
」
を
見
て

く
だ
さ
い
。

問　

都
市
計
画
室

公
益
活
動
支
援・に
ぎ
わ
い
創
出
公
募

補
助
金　

平
成
30
年
度
事
業
を
募
集

　

市
民
団
体
な
ど
が
自
主
的
・
自
発
的
・

主
体
的
に
行
う
公
益
的
な
事
業
と
に
ぎ
わ

い
を
創
出
す
る
事
業
に
対
す
る
補
助
金
で

す
。

▽
募
集
期
間　

１
月
15
日
～
２
月
14
日

▽
制
度
概
要　

下
の
表
の
と
お
り

▽
補
助
対
象　

平
成
30
年
４
月
１
日
～
31

年
３
月
31
日
に
行
う
事
業

▽
募
集
要
項
・
申
込
書
の
配
布
場
所　

企

画
政
策
課
、市
役
所
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
市
立
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
、
各
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
企
画
政
策
課
」

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

申
込
・
問　

申
込
書
を
１
月
15
日
～
２
月

14
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
に
直
接
、
企
画

政
策
課

∧
実
施
例
∨

○
事
業
名
…
少
年
少
女
の
た
め
の
ロ
ボ
ッ

ト
づ
く
り　

基
礎
か
ら
学
ぼ
う
体
験
講
座

○
団
体
名
…
大
阪
電
気
通
信
大
学
友
電
会　

寝
屋
川
ロ
ボ
ッ
ト
教
室

○
事
業
内
容
…
電
子
工
作
・
ロ
ボ
ッ
ト
工

作
で
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
体
験
す

る
、
年
間
を
通
し
て
講
座
を
開
催

○
事
業
成
果
…
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
自
ら
で
き
な
い
と
き
は
聞
き
、
調
べ
、

確
か
め
る
な
ど
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
成

長
が
見
受
け
ら
れ
た
。

∧
説
明
会
∨

▽
日
時　

１
月
10
日
（
水
）
午
後
７
時

※
約
１
時
間
の
予
定
で
す
。

▽
場
所　

市
役
所
２
階
第
１
会
議
室

▽
内
容　

制
度
概
要
、
申
込
書
の
記
載
方

法
・
ポ
イ
ン
ト
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
留
意
点

▽
対
象　

申
し
込
み
を
検
討
し
て
い
る
団

体申
込
・
問　

所
定
の
用
紙
を
１
月
９
日

（
火
）
＝
必
着
＝
ま
で
に
直
接
窓
口
、
郵

送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
企
画
政
策
課
（
〒
572
―

８
５
５
５
本
町
１
番
１
号
、
ＦＡＸ
８
２
５
・

０
７
６
１
）
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
電

子
申
請
シ
ス
テ
ム
」

寝屋川ロボット教室

公益活動支援公募補助金 にぎわい創出公募補助金

目 的 公益活動の促進を図る まちの活性化とにぎわい創出を図る

補 助
対 象 事 業

市民団体などが自主的・自発的・主体的に行う事業

公共の福祉の向上・市民の利益の増進につ
ながり、公益上の必要性が認められる事業
で、かつ、市内で実施又は事業の対象が主
に市民である事業

まちの活性化とにぎわい創出を促進し、市
民の利益の増進につながる事業で、かつ、
市民の参加が期待できる事業

補 助
対象外事業

○営利を目的とする事業
○宗教的・政治的な事項を目的とする事業
○市からこの補助金以外の給付を受けている事業
※団体が暴力団に該当するときや、団体構成員が暴力団員又は暴力団密接関係者であると
きなどは補助の対象とはなりません。

補 助
対 象 団 体

規約・会則などを持ち、適切に会計処理（予算・決算）が行われている団体

市内に活動拠点があるか、市内で活動の主
要部分を行っている団体 市内に活動拠点がある団体

審 査 方 法 市公募補助金審査委員会が、原則として提出書類と公開プレゼンテーションで審査します

補 助 率 補助対象経費の４分の３以内～３分の１以内 補助対象経費の２分の１以内～３分の１以内

補 助 金 額 50,001 円～ 50万円 50,001円～200万円

公益活動支援・にぎわい創出公募補助金の制度概要

※�①年度ごとに申し込みが必要です②申し込みは１団体につき１事業で、補助金は最大６回まで交付しま
す③補助率・補助金額は交付回数によって異なります④詳しくは募集要項を見てください。



19

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 29年 12月号

子
育
て
情
報
誌
「
ね
や
が
わ
子
育
て

ナ
ビ
（
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
版
）
」
掲
載

広
告
を
募
集

　

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
期
に
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
ま
と
め
た
子
育
て
情

報
誌
「
ね
や
が
わ
子
育
て
ナ
ビ
（
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
版
）」
の
平
成
30
年
度
版
に
掲
載

す
る
有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

　
「
ね
や
が
わ
子
育
て
ナ
ビ
」
は
、
母
子

健
康
手
帳
の
申
請
者
や
、
転
入
し
た
就
学

前
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭
を
対
象
に
配
布

し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
期
間　

12
月
１
日
～
22
日

▽
発
行
予
定
時
期
・
部
数　

平
成
30
年
４

月
・
約
７
５
０
０
部

▽
広
告
枠
の
大
き
さ　

縦
３
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
×
横
12
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

▽
文
字
な
ど
の
色　

フ
ル
カ
ラ
ー

▽
枠
数　

20
枠
（
申
し
込
み
が
多
い
と
き

は
抽
選
）

▽
広
告
掲
載
料　

裏
表
紙
１
枠
当
た
り
６

万
円
・
裏
表
紙
の
内
側
面
１
枠
当
た
り
４

万
円
・
冊
子
内
部
の
ペ
ー
ジ
の
下
枠
１
枠

当
た
り
３
万
円

※
詳
し
く
は
、
募
集
案
内
を
見
て
く
だ
さ

い
（
子
育
て
支
援
課
、
市
立
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
、
市
役
所
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
各

シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
堀
溝
サ
ー
ビ

ス
窓
口
、
市
立
中
央
・
東
・
駅
前
図
書
館
、

又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
募
集
情
報
」）。

申
込
・
問　

子
育
て
支
援
課

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー 

提
供
会
員
の
募
集

　

子
ど
も
の
短
時
間
預
か
り
、
保
育
所
な

ど
へ
の
送
迎
な
ど
、
空
い
た
時
間
に
地
域

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
る

人
、提
供
会
員
と
し
て
登
録
し
ま
せ
ん
か
。

　

提
供
会
員
養
成
講
習
会
の
日
程
は
上
の

表
の
と
お
り
、市
内
又
は
近
隣
に
在
住
し
、

子
ど
も
が
好
き
で
健
康
な
人
。

※
①
全
て
の
講
習
を
受
講
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
②
講
習
会
は
年
２
回
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
市
立
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
内
☎
・
ＦＡＸ　

８
３
９
・
８
８
１
７
）

保
育
所
ア
ル
バ
イ
ト
職
員 

登
録
者
募
集

▽
職
種　

①
保
育
士
②
看
護
師
③
給
食
調

理
員
（
資
格
不
要
）

▽
勤
務
日
時　

①
②
月
～
土
曜
日
の
午
前

８
時
45
分
～
午
後
５
時
15
分
（
週
38
時
間

日　時 内　容

１月10日（水）

午前10時
～午後１時 「活動を円滑に進めるために」

午後２時
～４時 「保育の心」

　11日（木）午後３時～５時「身体の発育と病気」　

16日（火）

午前10時
～正午

午後１時
～３時

「心の発達とその問題」

17日（水）

午前10時
～午後１時

午後１時３０分
～２時３０分

「小児看護の基礎知識」

20日（土）午前10時～正午 「こどもの遊び」

22日（月）

午前10時
～正午 「安全・事故」

午後１時
～４時 「こどもの栄養と食生活」

１月中旬～２月初旬の午前中 「こどもの世話」
こどもセンター見学

提供会員養成講習会

※�いずれも市立保健福祉センター５階会議室３－３、こども
センター見学と 17日の小児看護の基礎知識は市立こども
センター３階で行います。

　

い
ず
れ
も
申
込
は
当
日
直
接
。

空
き
家
等
・
老
朽
危
険
建
築
物

等
対
策
協
議
会

▽
日
時　

12
月
19
日
（
火
）
午
後
３

時
30
分

▽
場
所　

市
役
所
議
会
棟
４
階
第
１

委
員
会
室

▽
定
員　

10
人
（
先
着
順
）　

問　

都
市
計
画
室

障
害
者
計
画
等 

推
進
委
員
会

▽
日
時　

12
月
20
日
（
水
）
午
後
１

時
～
３
時

▽
場
所　

市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

５
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▽
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

問　

障
害
福
祉
課

地
域
公
共
交
通
協
議
会

▽
日
時　

12
月
21
日（
木
）午
前
10
時

▽
場
所　

市
役
所
議
会
棟
４
階
第
１

委
員
会
室

▽
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

問　

道
路
交
通
課

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
議
会 

定
例
会

▽
日
時　

12
月
26
日
（
火
）
午
前
10

時▽
場
所　

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
消

防
本
部
５
階
会
議
場

▽
定
員　

12
人
（
先
着
順
）

問　

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
総
務
管

理
課
（
☎
８
５
２
・
９
９
０
３
）

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画 

推
進
委
員
会

▽
日
時　

12
月
26
日
（
火
）
午
後
２

時
（
受
付
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
）

▽
場
所　

市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

５
階
会
議
室
１
・
２

問　

高
齢
介
護
室

委員会など
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 29年 12月号

45
分
）
③
月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時
45
分

～
午
後
５
時
15
分
・
土
曜
日
午
前
９
時
～

正
午

▽
日
給　

①
１
万
円
②
１
万
２
６
５
０
円

③
７
９
５
０
円

申
込　

履
歴
書
・
免
許
証
な
ど
の
写
し
を

直
接
窓
口
又
は
郵
送
で
人
事
室
（
〒
572
―

８
５
５
５
本
町
１
番
１
号
）

※
登
録
後
に
面
接
を
行
い
、
採
用
者
を
決

定
し
ま
す
。

問　

保
育
課

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス　

在
宅
支
援
員

養
成
研
修
の
受
講
者
募
集

　

資
格
が
な
く
て
も
、
在
宅
支
援
員
と
し

て
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
（
基
準
緩
和
）
に
従

事
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

12
月
11
日
（
月
）・
13
日
（
水
）
の
午

前
10
時
～
午
後
５
時
、
市
立
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
５
階
研
修
室
５
、
在
宅
支
援
員
と

し
て
働
く
意
志
の
あ
る
人
又
は
研
修
内
容

を
知
識
と
し
て
学
び
た
い
人
、参
加
無
料
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
高
齢
介

護
室
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

高
齢
介
護
室
（
☎
８
３
８
・

０
３
７
２
）　

環
境
・
ま
ち
づ
く
り

生
ご
み
処
理
機
な
ど 

購
入
費
の
一
部
を
補
助

　

生
ご
み
処
理
機
又
は
生
ご
み
堆
肥
（
た

い
ひ
）
化
容
器
を
購
入
す
る
人
に
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。
購
入
前
に
補
助
金

の
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
環
境
総
務
課
」
又
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問　

環
境
総
務
課（
☎
８
２
４
・
０
９
１
１
）

３
Ｒ
促
進
ポ
ス
タ
ー
の
展
示

　

３
Ｒ
と
は
、
ご
み
の
発
生
抑
制
（
Ｒ
ｅ

ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
・
リ
デ
ュ
ー
ス
）、
再
使
用
（
Ｒ

ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
・
リ
ユ
ー
ス
）、
再
生
利
用
（
Ｒ

ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
・
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
頭
文

字
「
Ｒ
」
を
と
っ
た
も
の
で
す
。

　

平
成
29
年
度
３
Ｒ
促
進
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
に
市
内
の
小
・
中
学
校
か
ら
応
募

が
あ
っ
た
１
５
４
点
を
展
示
し
ま
す
。

▽
展
示
期
間
・
場
所　

①
12
月
22
日
～�

28
日
・
１
月
４
日
～
５
日
…
市
総
合
セ
ン

タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー
②
１
月
10
日
～
18
日
…

市
役
所
１
階
ピ
ロ
テ
ィ

問　

環
境
総
務
課
（
☎
８
２
４
・
０
９
１

１
）30

・
10
運
動
で 

食
品
ロ
ス
を
無
く
そ
う

　

30
・
10
（
さ
ん
ま
る
・
い
ち
ま
る
）
運

動
と
は
、
宴
会
や
食
事
会
の
開
始
後
30
分

は
料
理
を
楽
し
み
、
お
開
き
10
分
前
に
ま

た
、
料
理
を
楽
し
む
運
動
で
す
。

　

幹
事
さ
ん
の
声
掛
け
で
運
動
に
協
力

し
、
飲
食
時
の
食
べ
残
し
料
理
を
な
く
す

こ
と
で
、ご
み
減
量
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

※
日
本
の
食
品
ロ
ス
量
は
、
世
界
の
食
品

援
助
量
の
２
倍
の
量
で
す
。

　

市
で
は
、
30
・
10
コ
ー
ス
タ
ー
＝
写
真

＝
を
市
内
の
飲
食
店
へ
配
布
し
、
コ
ー
ス

タ
ー
の
使
用
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

問　

環
境
総
務
課
（
☎
８
２
４
・
０
９
１

１
）生

産
緑
地
地
区
を
変
更

　

生
産
緑
地
地
区
（
農
地
）
の
指
定
及
び

買
い
取
り
申
し
出
に
よ
る
行
為
制
限
の
解

除
に
伴
い
、
生
産
緑
地
地
区
の
追
加
、
変

更
及
び
廃
止
を
し
ま
し
た
。

▽
縦
覧
場
所　

都
市
計
画
室

※
変
更
の
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
都

市
計
画
室
」で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問　

都
市
計
画
室

ご
み
減
量
の
啓
発
物
品
な
ど
の 

提
供
・
貸
与

　

市
民
団
体
な
ど
が
自
ら
ご
み
減
量
に
関

す
る
啓
発
を
行
う
と
き
、
市
が
ご
み
減
量

な
ど
の
啓
発
に
使
用
し
て
い
る
物
品
・
資

料
な
ど
を
無
償
で
提
供
・
貸
与
し
ま
す
。

▽
物
品
な
ど　

水
切
り
器
具
・
施
設
見
学

※�最新の情報は、右のＱＲコード
から読み取ってください。

問　環境総務課（☎824・0911）

ごみ減量・プロジェクト

ごみ焼却処理状況
（平成29年４月～９月）

～“１万トン減らそう”未来のために！！～

前年度 同期間 平成29年度
29,353トン 28,322トン

1,030トン
減少

平成29年度 削減目標（約3,000トン）まで、
あと1,970トン

皆さんの協力よろしくお願いします。

　市では、平成29年度～31年度でごみを１万
トン減らすことを目標にいろいろな取り組み
を行っています。

乾

杯

後

お
開
き
前

ね
やがわ  　　　　運動実

施
中

!!

残

さず食べてもり上がろう
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分
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自
席
で
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理
を
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し
も
う
！
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フックン
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10
分

さんまる いちまる
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席
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理
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楽
し
も
う
！

詳しくは
QRコードで

ごみ減量
キャラクター
フックン
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後

お
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き
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やがわ  　　　　運動実

施
中

!!

残

さず食べてもり上がろう

30

30・10

分
10
分

さんまる いちまる

自
席
で
料
理
を
楽
し
も
う
！

詳しくは
QRコードで

ごみ減量
キャラクター
フックン

30・10コースター
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Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
転
入
者
啓
発
用
チ
ラ
シ
・
出
前

講
座
資
料
な
ど

申
込
・
問　

所
定
の
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
環
境
総
務
課
」か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
）
を
祝
日
を
除
く
、
月
～
金
曜
日
の
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
に
直
接
窓
口
又

は
郵
送
で
環
境
総
務
課
（
〒
572
―
０
８
５

５
寝
屋
南
一
丁
目
２
番
１
号
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
５
階
☎
８
２
４
・
０
９
１
１
）

相

　
　談

パ
ソ
コ
ン
ト
ラ
ブ
ル
相
談

　

12
月
５
日
（
火
）
午
後
２
時
～
４
時
、

市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
パ
ソ
コ
ン
機

器
の
故
障
・
ト
ラ
ブ
ル
、
定
員
10
人
（
申

込
順
）、
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
来
て
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問　

開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
直

接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
（
☎
８
１
２
・
１
１
１
６
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
何
で
も
相
談

　

12
月
20
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時
、

市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
設
立
手
続
き
や
会
計
処
理
、
団
体
運
営

の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
定
員
４
団
体
（
申

込
順
）。

申
込
・
問　

12
月
17
日
（
日
）
ま
で
に
直

接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
（
☎
８
１
２
・
１
１
１
６
）

産
業
・
事
業
者

三
市
合
同
企
業
就
職
面
接
会

　

１
月
19
日（
金
）午
後
１
時
～
４
時（
受

付
は
午
後
３
時
ま
で
）、
枚
方
市
立
メ
セ

ナ
ひ
ら
か
た
会
館
、
参
加
無
料
。

※
①
履
歴
書
（
面
接
を
受
け
る
会
社
ご
と

に
１
通
ず
つ
必
要
）、
筆
記
用
具
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
カ
ー
ド
（
持
っ
て
る
人
の
み
）
を

持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
②
求
人
企
業
は
、

決
定
次
第
、
枚
方
雇
用
開
発
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
③
新
規
大
卒
者
な

ど
が
対
象
の
求
人
も
あ
り
ま
す
。

申
込　

当
日
直
接

問　

枚
方
雇
用
開
発
協
会
（
☎
８
６
１
・

５
０
３
１
）、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
枚
方
（
☎

８
４
１
・
３
３
６
３
）
又
は
市
立
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
２
８
・
０
７
５
１
）

出
張
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー

　

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
目
指
す
人
の

就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
出
張
マ
ザ
ー

ズ
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

▽
日
程　

12
月
８
日
・
22
日
、
い
ず
れ
も

金
曜
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
（
１

人
40
分
程
度
）

▽
場
所　

市
立
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
４
階

第
３
セ
ミ
ナ
ー
室

※
完
全
個
室
、相
談
無
料（
予
約
が
必
要
）、

子
ど
も
同
伴
可
・
本
や
お
も
ち
ゃ
が
楽
し

め
る
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問　

開
催
日
の
前
々
日
ま
で
に
直

接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立
産
業
振
興
セ
ン

結

　果

中
核
市
移
行
基
本
方
針
（
素
案
） 

　

平
成
31
年
４
月
の
中
核
市
移
行
を
目
指

し
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
中
で
、
移
行

の
基
本
的
な
考
え
方
、
新
た
な
権
限
を
生

か
し
た
施
策
展
開
、
移
行
に
向
け
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
ま
と
め
た
「
中
核
市
移

行
基
本
方
針
」
の
策
定
に
当
た
り
、
９
月

４
日
～
10
月
３
日
に
意
見
を
募
集
し
た
結

果
、
22
人
か
ら
53
件
の
意
見
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。�

　

提
出
さ
れ
た
意
見
の
あ
ら
ま
し
と
意
見

に
つ
い
て
の
考
え
方
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

中
核
市
移
行
基
本
方
針
（
11
月
策
定
）

に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
中
核
市

推
進
課
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問　

中
核
市
推
進
課�

募

　集

立
地
適
正
化
計
画
（
素
案
）

　

居
住
機
能
や
医
療
・
福
祉
・
商
業
な
ど

の
都
市
機
能
の
誘
導
を
図
り
、
持
続
可
能

な
都
市
を
実
現
す
る
た
め
、「
立
地
適
正

化
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

素
案
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
募

集
し
、提
出
さ
れ
た
意
見
の
あ
ら
ま
し
と
、

意
見
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
方
を
公
表
し

ま
す
。

※
意
見
の
募
集
期
間
を
１
月
９
日
（
火
）

ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

応
募　

所
定
の
用
紙
を
直
接
窓
口
、郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル(

ア
ド
レ
ス
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い)

で
１
月
９
日（
火
）

＝
消
印
有
効
＝
ま
で

※
①
電
話
な
ど
に
よ
る
意
見
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
②
個
々
の
意
見
に
直
接
回
答
は
し

ま
せ
ん
。

∧
説
明
会
∨

▽
日
時
・
場
所　

下
の
表
の
と
お
り

日　程 場　所
12月８日（金）西北コミュニティセンター
11日（月）東コミュニティセンター
12日（火）南コミュニティセンター
13日（水）東北コミュニティセンター
14日（木）西コミュニティセンター
15日（金）西南コミュニティセンター
17日（日）市民会館

立地適正化計画（素案）の説明会

※�いずれも午後７時（市民会館のみ午後
２時）。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

問　

都
市
計
画
室
（
〒
572
―
８
５
５
５
本

町
１
番
１
号
、
ＦＡＸ
８
２
５
・
２
６
１
８
）

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

◎
詳
し
い
内
容
は
、
各
担
当
課�

、
市
民

情
報
コ
ー
ナ
ー
、各
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、堀
溝
サ
ー
ビ
ス
窓
口
、市
立
中
央
・
東
・

駅
前
図
書
館
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
」
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
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広報ねやがわ
平成 29年 12月号

タ
ー
（
☎
８
２
８
・
０
７
５
１
）

「
笑
顔
わ
く
わ
く
商
品
券 

（
後
期
分
）
」
を
販
売

　

市
商
業
団
体
連
合
会
は
、
消
費
の
活
性

化
の
た
め
、
10
パ
ー
セ
ン
ト
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。

　

商
品
券
が
使
え
る
店
舗（
登
録
店
）に
は
、

ポ
ス
タ
ー
＝
写
真
＝
を
貼
っ
て
い
ま
す
。

▽
発
行
・
販
売
形
式　

１
セ
ッ
ト
５
０
０

０
円
∧
５
０
０
円
券
×
11
枚
（
大
型
店
・

小
規
模
店
共
通
券
…
赤
色
７
枚
、
小
規
模

店
専
用
券
…
青
色
４
枚
）
∨

※
①
小
規
模
店
専
用
券
は
大
型
店
で
は
使

え
ま
せ
ん
②
１
人
最
大
４
セ
ッ
ト
ま
で
販

売
し
ま
す
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）
③
商

品
券
の
転
売
は
禁
止
で
、
転
売
さ
れ
た
商

品
券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

▽
販
売
開
始
日
時　

12
月
２
日
（
土
）
午

前
10
時

▽
販
売
場
所　

下
の
表
の
と
お
り

▽
使
用
有
効
期
間　

12
月
２
日
～
平
成
30

年
１
月
31
日

問　

市
商
業
団
体
連
合
会
事
務
局
（
市
立

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２
階
☎
８
２
９
・
７

０
１
８
）

寝
屋
川
「
あ
き
ん
ど
」 

初
夢
く
じ
を
発
行

　

参
加
店
で
買
い
物
を
し
た
人
に
景
品
が

当
た
る
寝
屋
川
「
あ
き
ん
ど
」
初
夢
く
じ

を
発
行
し
ま
す
。
今
回
か
ら
、
そ
の
場
で

分
か
る
ス
ク
ラ
ッ
チ
く
じ
に
な
り
ま
し

た
。

▽
実
施
期
間　

１
月
５
日
～
20
日

▽
参
加
店　

市
内
約
６
０
０
店
舗

▽
景
品　

Ｕ
Ｓ
Ｊ
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
（
大
人

２
枚
）、
お
買
い
物
券
な
ど

※
詳
し
く
は
ポ
ス
タ
ー
・
の
ぼ
り
の
あ
る

参
加
店
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　

市
商
業
団
体
連
合
会
事
務
局
（
市
立

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２
階
☎
８
２
９
・
７

０
１
８
）

安
全
・
安
心

防

　
　災

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
か
ら
の 

お
知
ら
せ

∧
救
急
車
の
適
正
利
用
∨

　

最
近
、
緊
急
性
が
低
く
、
タ
ク
シ
ー
代

わ
り
の
よ
う
な
１
１
９
番
通
報
の
救
急
出

動
が
増
加
し
、
重
症
患
者
や
本
当
に
緊
急

性
の
あ
る
傷
病
者
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
救
急
車
を
適
正
に
運
用
す
る

た
め
、
緊
急
性
の
な
い
病
気
や
け
が
は
、

自
家
用
車
又
は
タ
ク
シ
ー
の
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
傷
病
者
の
様
子
や
事
故
の
状
況
を
見

て
、緊
急
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
と
き
は
、

迷
わ
ず
１
１
９
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

笑顔わくわく商品券の販売場所

全ての販売場所で 12 月 2日（土）午前10時から

＜寝屋川市駅西地区＞
○黒原グループ（プチパリ黒原店）
○エスポアール通り商店街（KBC大利店）
○大利神社通商店街（中村電機）
○ベル大利商店街（三菱東京ＵＦＪ銀行ＡＴＭ前）
○中央通り商店会（みよしや本舗）
○寝屋川トップ通り商店会（やぎでんき）
○池田中央商店会（婦人服のマルタヤ）
○トップワールド黒原店（サービスカウンター）
○スーパーワカバ寝屋川店（サービスカウンター）
＜寝屋川市駅東地区＞
○アドバンス名店会（１階駅前玄関特設会場）
○アドバンスロード商店会（岡嶋ふとん店）
○八坂商店街（米田酒販）
○寝屋川一番街商店街（一番街事務所）
○イズミヤ寝屋川店（4階サービスカウンター）
○京阪ザ・ストア　フレスト寝屋川店（正面入口横）
＜萱島地区＞
○京阪トップ商店街（いとう化粧品店）
○萱島銀座商店街（島精肉店）
○日新商店街（プラスワン）
○ゲット萱島店（店頭入口）

＜東寝屋川地区＞
○国守商店会（松岡精肉店）
○東寝屋川駅前商店会（ピロティー）
○イズミヤ東寝屋川店（3階サービスカウンター）
○�平和堂フレンドマート東寝屋川店（サービスカウン
ター）
○ビバモール寝屋川（平和堂フレンドマート前）
＜香里地区＞
○香里駅前通商店街（ハヤマクリニック前）
○香里新町商店会（岩田呉服店）
○香里ダイエー本通商店街（喫茶いぶき前）
○寿商店会（サラダ館寝屋川寿町店）
○香里中央商店会（ジュエリーユタカ）
○かほりまちテラス商店会（オルキデ）
○アートタウン香里（西側出入口）
○アルプラザ香里園（1階正面玄関）
○ホームズ寝屋川店（南側入口）
〇�京阪ザ・ストア　フレスト香里園店（２階入口前）
＜南寝屋川地区＞
○�イオンスタイル四條畷（１階サービスカウンター前
特設カウンター）

＜市商業団体連合会事務局＞
○市立産業振興センター２階（寝屋川市駅西側）
※12月２日 (土 ) のみ販売

笑顔わくわく商品券ポスター
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安
全
・
安
心

問　

救
急
課
（
☎
８
５
２
・
９
９
１
８
）

∧
歳
末
警
戒
を
実
施
∨

　

歳
末
繁
忙
期
の
火
災
予
防
及
び
火
災
な

ど
に
よ
る
被
害
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
、

12
月
１
日
～
31
日
に
歳
末
警
戒
を
実
施

し
、
市
内
全
域
の
警
戒
・
巡
回
広
報
の
強

化
を
行
い
ま
す
。

　

各
事
業
所
や
家
庭
で
も
火
の
取
り
扱
い

に
十
分
注
意
し
、
火
災
予
防
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

　

消
防
活
動
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、

消
火
栓
付
近
の
不
法
駐
車
は
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

問　

警
防
課
（
☎
８
５
２
・
９
９
１
７
）

∧
住
宅
用
火
災
報
知
器
の
設
置
・

維
持
管
理
は
適
切
に
∨

　

電
子
部
品
の
劣
化
や
電
池
切
れ
に
よ

り
、
万
一
の
と
き
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

が
正
常
に
作
動
し
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
設
置
後
、
10
年
を
目
安
に
機
器
本
体

の
交
換
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

設
置
し
て
い
な
い
人
は
、
早
急
に
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問　

予
防
指
導
課
（
☎
８
５
２
・
９
９
１

２
）又
は
予
防
課（
☎
８
５
２
・
９
９
５
７
）

∧
灯
油
と
ガ
ソ
リ
ン
の
誤
販
売
な
ど
に

注
意
∨

　

灯
油
を
燃
料
と
す
る
暖
房
器
具
に
誤
っ

て
ガ
ソ
リ
ン
を
混
入
し
て
い
た
と
き
や
灯

油
以
外
の
物
を
入
れ
て
使
用
し
た
と
き

は
、火
災
が
発
生
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

灯
油
を
購
入
す
る
と
き
は「
油
」や「
石

油
」
と
言
う
の
で
は
な
く
、必
ず
「
灯
油
」

と
指
定
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

保
安
対
策
課（
☎
８
５
２・
９
９
１
０
）

防

　
　犯

12
月
１
日
～
31
日 

歳
末
地
域
安
全
運
動

　

市
、
警
察
、
防
犯
協
会
、
地
域
住
民
が

連
携
し
て
犯
罪
防
止
活
動
を
行
い
ま
す
。

∧
主
な
活
動
な
ど
∨

○
12
月
２
日
（
土
）
午
後
８
時
…
市
全
域

で
夜
間
一
斉
街
頭
防
犯
活
動

○
12
月
28
日
～
29
日
の
午
後
８
時
…
歳
末

夜
間
一
斉
防
犯
活
動

○
12
月
25
日
～
31
日
…
歳
末
夜
警
詰
所
の

開
設

問　

寝
屋
川
警
察
署
生
活
安
全
課
（
☎
８

２
３
・
１
２
３
４
）
又
は
市
危
機
管
理
室

交
通
安
全

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　

年
末
は
忘
年
会
な
ど
で
飲
酒
の
機
会
が

増
え
、
飲
酒
運
転
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故

が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

市
民
一
人
一
人
が
基
本
的
な
交
通
ル
ー

　寝屋川市らしさが感じられる、とって
おきの１枚をお待ちしています。

ねやがわ テストフ コンォト 秋・冬
作 品 募 集 笑顔テーマ

　入選作品は、市広報誌、市ホームページなどで使用するため、個
人が特定できる被写体を含む写真は、事前に撮影許可を得てください。

11月24日～平成３０年1月12日
=必着

市内在住・在職・在学の人

応募期間

応募資格

応募・問い合わせ
応募用紙と写真２枚（Ｌ判、一つの作品につ
き２枚）を直接窓口又は郵送（直接のときは、
土・日曜日、祝日、12月29日～１月３日を除
く、午前９時～午後５時30分）で広報広聴課
（〒572―８５５５本町１番１号）
※�①応募用紙は 11月下旬から広報広聴課、各シ
ティ・ステーション、堀溝サービス窓口、各コミュ
ニティセンター、市立中央・東・駅前図書館など
で配布又は市ホームページ「広報広聴課」から
ダウンロードできます②提出された写真の返却や
データでの応募は受け付けません③詳しくは、市
ホームページ「広報広聴課」又は募集要項を見
てください。
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 29年 12月号

ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
年
末
の
交
通
事
故

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

問　

道
路
交
通
課

交通事故

税
・
保
険
・

年
金

税
の
お
知
ら
せ

配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除
の

見
直
し

　

平
成
29
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
平
成

31
年
度
（
30
年
分
所
得
）
か
ら
、
個
人
市

民
税
・
府
民
税
の
配
偶
者
控
除
及
び
配
偶

者
特
別
控
除
が
見
直
さ
れ
ま
す
（
下
の
表

の
と
お
り
）。

※
平
成
30
年
度
（
29
年
分
所
得
）
個
人
市

民
税
・
府
民
税
は
現
行
ど
お
り
で
す
。

問　

市
民
税
課

償
却
資
産
（
事
業
用
資
産
）
の 

申
告
は
１
月
31
日
（
水
）
ま
で
に

　

土
地
や
家
屋
の
ほ
か
、
機
械
、
器
具
、

構
築
物
な
ど
の
事
業
用
の
資
産
は
、
償
却

資
産
と
し
て
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
に

な
り
ま
す
。

　

償
却
資
産
を
市
内
に
所
有
し
て
い
る
人

は
、
平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
の
償
却
資

産
の
名
称
、数
量
、取
得
年
月
、取
得
価
格
、

耐
用
年
数
な
ど
を
１
月
31
日
（
水
）
ま
で

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
前
年
度
に
申
告

し
た
人
に
は
、
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

正
当
な
理
由
が
な
く
申
告
し
な
い
と
き

や
虚
偽
の
申
告
を
し
た
と
き
は
、
罰
則
が

科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
電
子
申
告
も
で
き

ま
す
。

問　

固
定
資
産
税
課

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
は 

１
月
１
日
現
在
の
所
有
者
で
す

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
納
税
義

務
者
は
、
賦
課
期
日
の
１
月
１
日
現
在
で

固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）

を
所
有
し
て
い
る
人
で
す
。

　

１
月
２
日
以
降
に
不
動
産
の
売
買
な
ど

で
所
有
者
が
変
わ
っ
て
も
納
税
義
務
者
を

変
更
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

次
の
と
き
は
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

○
家
屋
を
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
を
し

た
と
き
（
法
務
局
へ
登
記
・
減
失
登
記
を

し
た
と
き
は
不
要
）

区　分 配偶者の合計所得金額

控除額（納税者本人の給与収入額により異なります）

900万以下
(1,120万以下)

9 0 0 万 超 9 5 0 万
以下(1,120万超
1,170万以下)

950万超1,000万
以下(1,170万超
1,220万以下)

1,000万超 
(1,220万超)

配偶者
控除

一般
38万以下（103万以下）

33万 22万 11万 0

老人
(70歳以上) 38万 26万 13万 0

配
偶
者
特
別
控
除

38万超90万以下
(103万超155万以下) 33万 22万 11万 0

90万超95万以下
(155万超160万以下) 31万 21万 11万 0

95万超100万以下
(160万超167万以下) 26万 18万 9万 0

100万超105万以下
(167万超175万以下) 21万 14万 7万 0

105万超110万以下
(175万超183万以下) 16万 11万 6万 0

110万超115万以下
(183万超190万以下) 11万 8万 4万 0

115万超120万以下
(190万超197万以下) 6万 4万 2万 0

120万超123万以下
(197万超201万以下) 3万 2万 1万 0

123万超(201万超) 0 0 0 0

平成 31年度（30年分所得）以降の個人市民税・府民税の控除額

※①�(�　�) 内は給与収入額②個人市民税・府民税と所得税では配偶者の合計所得金額の区分や控除額が異なります。

単位（円）
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健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 29年 12月号

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
・
保
険
・
年
金

安
全
・
安
心

○
所
有
権
保
存
登
記
を
し
て
い
な
い
家
屋

の
売
買
な
ど
で
所
有
者
が
変
わ
っ
た
と
き

○
住
宅
用
地
か
ら
住
宅
用
地
以
外
の
土
地

に
変
更
し
た
と
き

○
私
有
地
の
一
部
又
は
全
部
を
道
路
と
し

て
い
る
と
き
（
基
準
に
適
合
す
る
道
路
部

分
は
、
非
課
税
に
な
り
ま
す
）

○
所
有
者
（
納
税
義
務
者
）
が
死
亡
し
、

法
務
局
の
相
続
登
記
が
済
ん
で
い
な
い
と

き
（
相
続
人
代
表
者
を
定
め
て
届
け
出
て

く
だ
さ
い
）

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

　

届
け
出
用
紙
は
、
固
定
資
産
税
課
に
あ

り
ま
す
。一
部
の
用
紙
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
申
請
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問　

固
定
資
産
税
課

「
わ
が
ま
ち
特
例
」
に
よ
る 

固
定
資
産
税
の
特
例
措
置

　

市
町
村
が
固
定
資
産
税
の
特
例
割
合
を

一
定
の
範
囲
内
で
条
例
に
よ
り
定
め
る
こ

と
が
で
き
る
「
地
域
決
定
型
地
方
税
制
特

例
措
置
（
わ
が
ま
ち
特
例
）」
で
、
平
成

29
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
特
例
措
置
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

※
特
例
割
合
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問　

固
定
資
産
税
課

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ 

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

　

会
社
な
ど
の
給
与
支
払
者
は
、
平
成
30

年
１
月
１
日
現
在
の
給
与
受
給
者
全
員
の

給
与
支
払
報
告
書
（
29
年
１
月
１
日
～
12

月
31
日
分
）
を
作
成
し
、１
月
31
日
（
水
）

ま
で
に
給
与
受
給
者
の
住
所
（
30
年
１
月

１
日
現
在
）
の
市
町
村
に
総
括
表
と
一
緒

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
29
年
に
退
職
し
た
給
与
受
給
者
の

給
与
支
払
い
額
の
合
計
額
が
30
万
円
を
超

え
る
と
き
は
、
そ
の
人
の
給
与
支
払
報
告

書
を
退
職
時
の
住
所
地
の
市
町
村
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問　

市
民
税
課

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ 

給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
の
徹
底

　
「
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
」
と
は
、
従

業
員
が
納
め
る
べ
き
個
人
市
民
税
・
府
民

税
の
額
を
事
業
者
が
毎
月
の
給
与
か
ら
天

引
き
し
、市
町
村
に
納
入
す
る
制
度
で
す
。

所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
が
あ
る
事
業
者

は
、特
別
徴
収
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
、
原
則
と
し
て
、
全

て
の
事
業
者
を
特
別
徴
収
義
務
者
に
指
定

し
、
個
人
市
民
税
・
府
民
税
の
給
与
か
ら

の
特
別
徴
収
を
徹
底
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
民
税

課
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問　

市
民
税
課

各
種
保
険
・
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
は　
　
　

14
日
以
内
に

　

国
民
健
康
保
険
の
届
出
事
項
の
変
更
な

ど
は
、
14
日
以
内
に
本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
な
ど
）
と
印
鑑
（
認
印
可
）
を

持
っ
て
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
次
の
と
き

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
挙
げ
る
も
の
が
必
要
で

す
。

　

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険
給
付
が
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

∧
世
帯
の
分
離
・
合
併
の
と
き
∨

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
異
動
届

の
控
え
。

∧
住
所
・
世
帯
主
・
氏
名
・

続
柄
の
変
更
の
と
き
∨

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
異
動
届

の
控
え
。

∧
被
保
険
者
証
の
紛
失
・
汚
れ
に
よ
る

使
用
不
可
の
と
き
∨

　

紛
失
…
本
人
確
認
書
類
、
使
用
不
可
…

使
え
な
く
な
っ
た
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
。

∧
就
学
や
社
会
福
祉
施
設
へ
の
入
所
・

入
院
に
よ
る
転
出
の
と
き
∨

　

異
動
届
の
控
え
、
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
、
就
学
…
在
学
証
明
書
、
入
所
・

入
院
…
入
所
・
入
院
が
分
か
る
書
類
。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

※
①
異
動
届
の
控
え
は
市
民
課
で
交
付
し

ま
す
②
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
交

付
（
再
発
行
を
含
む
）
は
、
簡
易
書
留
で

送
付
し
ま
す
③
保
険
料
の
納
付
は
原
則
と

し
て
口
座
振
替
の
た
め
、
世
帯
主
名
義
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
来
て
く
だ

さ
い
④
同
一
世
帯
以
外
の
人
が
手
続
き
す

る
と
き
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

問　

保
険
事
業
室（
国
民
健
康
保
険
担
当
）

　11 月 13 日、株式会社柏原歯車製作所（大成町）
に、「寝屋川市モノづくり元気企業」として認定証を
交付しました。社長の柏原さんは、「受賞できて感無
量。これからも地域と一体となって頑張っていきた
い」と話しました。
　モノづくり元気企業認定制度は、優れた技術や製
品を持ち、経営の効率化や技術革新に積極的な市内
企業を市が支援する制度です。

市モノづくり元気企業を認定


